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塩

（ナトリウム）

ナトリウム濃度

0.9％

胃を通過し小腸から糖や

アミノ酸と一緒に

血液に吸収される

栄養を細胞に

届ける運び屋

血液の中の
水（体液）を保つ

ﾅﾄﾘｳﾑ濃度は0.9%

体内の水分
60～70%

塩

細胞が動けるよう

電気を起こす

筋肉を動かす

脳では情報を伝達する
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血
液

心臓の筋肉を動かす

塩(ナトリウム）と体

喉が、かわきます

体は、0.9％にする

ために、水を要求！

【汗の成分】

水分99％

塩など1％

・・・塩はどこで、どんな仕事をしているのでしょうか

塩
塩

塩

塩

塩

塩

塩センサー

➀ 尿細管

必要な塩

をもどす

（再吸収）

尿から

出ていきます

体重60kgの人の

血液中の塩は…

血液量は体重の1/13で

4600㏄×濃度0.9%

→ 約41ｇ

塩 塩

塩

塩、1日３ｇ で
生きていける仕組み

⇓
（体に水と塩をためておく）

＝ラス系(塩ホルモン）・RAS

塩を多くとったら

どうなるの？

⇓
圧が上がる(腎圧も上がる）
血管は・・（傷つく）→ 硬化

⇓
困るので尿から出す
腎臓は頑張り続ける…。

大事な塩:

生き物が海から

上がる時RASを

持ってきました

【例えば】
塩10g余分にとると…
10g÷濃度0.9%
≒1,110ｃｃ
の血液が増える
(体は水ぶれ）

B

➀塩を再吸収 （もどす）
②多い場合捨てる （出す）

糸球体

ろ過する

（出す）

ア

常に一定(０．９%）にしています

RAS

ア

② 多い場合
捨てる

ここに、食品・調味料で１０gの

塩をとったら・・・


